
今月の野菜

野菜情報 2023.848

かぼちゃには、日本かぼちゃ（東洋種）と
西洋かぼちゃ（西洋種）、ペポかぼちゃの３種
類があり、さらにそれぞれにさまざまな品種
がある。日本かぼちゃの原産は中央アメリカ
で、16世紀にポルトガル人によって日本に
伝わり、急速に各地に広まった。西洋かぼちゃ
は南アメリカ原産で、幕末の頃に日本に渡来
し、高温多湿を嫌うため、主に北海道や東北
で栽培が開始された。ぺポかぼちゃはメキシ
コ原産で、日本では19世紀末に中国経由で

伝わった金糸うりが各地で定着したが、現在
では未熟果を食べるズッキーニの方が浸透し
ている。
現在の市場で流通するのはほとんどが西洋
かぼちゃで、日本かぼちゃより甘みが強く、
粉質でホクホクしているのが特徴である。
一方で、近年は、各地域で地元の野菜を復
活させる動きが出てきており、和食と合う
ねっとりとした食感の日本かぼちゃも見直さ
れている。

主要産地

かぼちゃの需給動向	 調査情報部

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」
　注：図中の番号は収穫量の多い順番、期間は主な出荷期間を表している。

日本かぼちゃ

西洋かぼちゃ

ペポかぼちゃ（金糸うり）

⑥神奈川県
　6月中旬～
　9月中旬

⑦沖縄県
　2月～4月

⑧秋田県
　7月～8月

④茨城県
　5月下旬～8月中旬
　11月下旬～12月

⑩千葉県
　6月～8月

⑨山形県
　9月～11月

②鹿児島県
　5月中旬～7月、
　11月中旬～12月中旬

①北海道
　7月～12月

⑤長崎県
　5月下旬～8月、
　11月中旬～2月

③長野県
　8月～9月



野菜情報 2023.849

令和３年の作付面積は、1万4500ヘクター
ル（前年比98.0％）と、前年に比べてわず
かに減少した。
上位5県では、
◦北海道�6730ヘクタール（同　96.3％）
◦鹿児島県�655ヘクタール（同　96.0％）
◦長野県� 566ヘクタール（同 101.6％）
◦長崎県� 431ヘクタール（同　99.1％）
◦茨城県� 427ヘクタール（同　98.4％）
となっている。

令和３年の出荷量は、14万400トン（前
年比93.0％）と、前年に比べてかなりの程
度減少した。
上位5県では、
◦北海道� 7万6800トン（同　88.5％）
◦鹿児島県� 6190トン（同　94.8％）
◦長野県� 5360トン（同 107.6％）
◦茨城県� 5200トン（同　98.9％）
◦長崎県� 4170トン（同　93.7％）
となっている。

出荷量上位５道県について、10アール当
たりの収量を見ると、茨城県の1.50トンが
最も多く、次いで長野県の1.23トン、北海
道の1.21トンと続いている。その他の県で
多いのは、神奈川県の1.81トン、千葉県の
1.77トンであり、全国平均は1.20トンと
なっている。

作付面積・出荷量・単収の推移
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資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」
　　　注：黄色は、出荷量上位５県以外で単収が多い２県および全国平均

資料：農林水産省「令和３年産野菜生産出荷統計」

作付面積の推移

出荷量の推移

令和３年産の主産地の単収
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西洋かぼちゃの代表品種である「黒皮栗か
ぼちゃ」は、現在最もポピュラーな品種で、「え
びす」「みやこ南瓜」もこの仲間である。食

味が良好で、煮物だけでなくサラダやポター
ジュ、パイなどの洋風の料理にも合う、調理
法の多さも人気の理由である。

作付けされている主な品種等

東京都中央卸売市場の月別入荷実績（令
和４年）を見ると、８～11月までは北海道
産が入荷量の大半を占め、入荷のピークは
10月であった。12月～翌６月はメキシコ産、

ニュージーランド（NZ）産が大半を占める。
６～７月は鹿児島産や神奈川産などが加わ
るなど、産地の棲み分けができている。

東京都・大阪中央卸売市場における月別県別入荷実績
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北 海 道 えびす、くり将軍、味平、栗五郎、ほっこりうらら、くりゆたか

鹿 児 島 県 えびす、栗五郎、くりほまれ、くりゆたか

長 野 県 えびす、栗五郎、九
くじゅう

重栗
くり

、くりゆたか、ほっこり 133

長 崎 県 えびす、くり将軍、くりゆたか、プリメラ

茨 城 県 くり将軍、くり大将、みやこ南
かぼちゃ

瓜

資料：関係者聞き取りにより農畜産業振興機構作成

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和４年東京都中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和４年　かぼちゃの月別入荷実績
（東京都中央卸売市場計）
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大阪中央卸売市場の月別入荷実績（令和４
年）を見ると、12月～翌１月はメキシコ産、
２～５月はニュージーランド（NZ）産が大
部分を占める。６月以降は、長崎産、長野産、

石川産などが入荷し、８月から北海道産が一
気に増え、その後９～11月までは北海道産
が大部分を占めている。

東京都中央卸売市場における国産かぼちゃ
の価格は、令和４年は１キログラム当たり
132～509円（年平均214円）の間で推移
した。外国産から国産に切り替わり始める５
～６月を境に、国産が多く出回る11月まで
価格は下げ基調で推移し、再び外国産が増え

る12月～翌４月までは上昇する傾向がある。
外国産かぼちゃの価格は、104～288円（平
均183円）となっている。
年末は需要期となるため、価格は上がる傾
向がある。

東京都中央卸売市場における価格の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和４年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和４年　かぼちゃの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）

資料：農畜産業振機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

卸売価格の月別推移（国内産）
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生鮮かぼちゃの輸入は、近年10万トン前
後で推移しており、国産の作況によって増減
する。令和３年は９万2100トンである。主
に秋から春先の国産の少ない時期に、主に
ニュージーランド（NZ）とメキシコから輸

入される。冷凍かぼちゃは、主に業務用とし
て輸入されているが、輸入量は年々減少して
おり、令和３年は547トンと、平成26年の
30％程度となっている。

輸入量の動向

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）
　注：令和２年10月はデータなし。

卸売価格の月別推移（外国産）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

国・地域別輸入量の推移（生鮮）

国・地域別輸入量の推移（冷凍）

資料：農林水産省「植物検疫統計」
　注：検査数量の数値である。
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令和４年の１人当たりの年間購入数量は、
1.26キログラムで、近年は1.4キログラム前
後で推移しており、これは標準的なかぼちゃ
の約１個分に当たる。価格が高い時は購入量
が減少する傾向がある。旬は夏であるが、切
らずに風通しの良い涼しい日陰に置いておく
と長期保存できるため、農産物の少ない冬で

も食べることができる栄養価の高い野菜とし
て、昔から貯蔵利用されてきた。冬至に食べ
ると風邪をひかないと言われることからも、
冬場の貴重な緑黄色野菜として定着してい
る。時短のため冷凍かぼちゃの購入も増加傾
向にある。

かぼちゃの消費動向

１人当たり年間購入量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「小売物価統計調査」）


